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　第一部会輸送系分科会に澄いては，昭和58年7月1日付け第

一部会決定「宇宙開発計画の見直しに関する第一部会の審議の進

め方について」に基づき，昭和59年度の宇宙開発係経費の見積

り方針に反映させるべき事項について審議を行ってきたが，その

結果をと’閧ﾜとめたので報告する。

目 次

1．　H－1ロケット　………………………………………∵・…・…ニ…………　1

2．　M＿3S皿ロケット　………………………………∴………………・…・・　2

3．研　 究………・・………・………・・………・……………・・…・…・・………3

　　大型ロケットの研究　………………………・………・…．………’…”…　3

4．その他の施策…………………………………・・…・・……………・…・………　3

　　　研究開発の強化等　…………・……・・……………・・…・…………………　3

（参考資料）・………………・・………………●’●……………”…●………………㌃4

（参考1）　宇宙開発計画の見直しに関する第一部会の審議の

　　　　　　進め方について　………………………・………・…・……………10

（参考2）　第一部会輸送系分科会構成員　・∵・・……………・……・・……11



●

要　望　さ　れ　た　事　項
　　　　　　　　　　　　　　’
R　　　　議　　　　内　　　　容 審　　　　議　　　　結　　　　果’

1．　H－1ロケット
1．H－1ロケットは　重量約550kgの静止衛星を打ち上げる能力を　　　　　　　　　　，

重量約550kgの静止衛星打上げ能力を有するH

（科学技術庁） 有する3段式ロケットとし，第1段にN－Hロケットの第1段液体ロ 一1ロケットについて，H－1ロケット（2段式及

重章約550kgの静止衛星打上げ能力を有する ケットを使用するとともに，第2段に液体酸素・液体水素を推進薬と び3段式）試験機の開発を引き続き進めるとともに，

H－1ロケットの開発の一環として，H－1ロケ する二『著ジンをヤ第3段に大型固体モータを，また誘導方式として 通信衛星3号一a（GS－3ρ）を昭和62年度に，

ット（2段式及び3段式）試験機の開発を引き続 慣性誘導方式を採用することとして，昭和56年度から開発を進めて 通信衛星3号一b（CS－3b）を昭和63年度に打

き進めるとともに，通信衛星3号一・a（CS－3a） きたところである。液酸・二水推進系，慣性誘導装置及び第3段固体 ち上げることを目標にH－1ロケット（3段式）1

を昭和62年度に，通信衛星3号一b（CS－3b）を モータの開発並びにH－1ロケットC2段式及び3段式）試験機の開 号機及び2号機の開発に着手することは妥当である。

昭和63年度に打上げることを目標にH－1ロケ 発は順調に進められている。，

ット（3段式）1号機及び2号機の開発に着手し 2．通信衛星2号（CS－2）による通信サービスを引き継ぎ，また，増

たい。
大かつ多様化する通信需要に対処するとともに，通信衛星に関する技

術の開発を進めることを目的として，昭和62年度冬期に涌信衛星3

号一a（CS－3a）を，昭和63年度夏期に通信衛星3号一b（CS－3b）

を、H－1旦ケットにより打ち上げるとととして，衛星の開発が進ん

でいるところである。H－1ロケットの開発は第1段の開発期間が最

も長く，約44ケ月を要すると見込まれていることから，通信衛星3

号一a（cs－3a）を昭和62年度冬期に，通信衛星3号二b（cs一

3b）を昭和63年度夏期に打ち上げるためには，昭和59年度から

’H－1ロケット（3段式）1号機及び2号機の開発に着手する必要が

ある。

3．H－1ロケット（2段式）試験機打上げ時の第2段ロケット再着火

時のデータ取得　海洋観測衛星1号（MOS－1）打上げ時のテレメト　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

リデータ取得等のため，外国に、ダウンレンジ局を設置する必要がある。

このため，昭和60年度のH－1ロケット（2段式）試験機の打上げ

．に間に合うよう昭和59年度からダウンレンジ局の整備に着手する必

要がある。
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要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　　議　　　　内　　　　容 審　　　　議　　　　結　　　　果

2．M－3S皿ロケット（文部省） 1．M－3S皿ロケットは，　M－3Sロケットを改良し，高度約250 ’地球磁気圏におげるオーロラ粒子の加速機構澄よび

地球磁気圏におけるオーロラ粒子の加速機構お kmの低軌道に約670kgの人工衛星を投入する能力を有するものと オーロラ発光現象等の精密観測を行うことを目的と

よびオーロラ発光現象等の精密観測を行うことを して昭和56年度から闘発が進められているものである。この打上げ する第12号科学衛星（EXOS－D）を，　M－3S皿

目的とする第12号科学衛星（EXOS－D）をM 能力の向上のために，従来のM－3Sロケットの第2段友び第3段モ 面ケットにより，昭和63年度に，近地点高度約

一3S皿型ロケットにより，昭和63年度に近地 一タについては，大型化，構造軽量化，比推力向上等による改良を行 400km，遠地点高度約10，000kmの長楕円準極

点’400km，遠地点10，000kmの長楕円準極軌 うこと，第1段補助ロケッ’ gについては大型のものへの変更を行うこ 軌道に打ち上げることは可能である。

道に打上げることを目標に昭和59年度から開発 ととして詳細設計，地上試験を進めており，これらは予定ど澄り順調

に着手したい。 に進んでいる。この開発め進捗を踏まえM－3S皿．ロケット打上げ能

力の再評価を行ったところ，低軌道（高度約250km）に約770kg

の人工衛星を投入できると見込まれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一『

2．昭和63年度に打上げを計画している第12号科学衛星（EXOS一

D）は重量約300kgの衛星であり，近地点高度約400km，遠地点

高度約10，000kmの長楕円準極軌道に投入されることになっている

が，M－3S皿ロケットにキックモータを付加することにより，この

打上げは可能である。
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要　望　さ　れ　た　事　項 審　　　　議　　　　内　　　　容 審　　　　議　　　　結　　　　果

3．研　　　究

●大型ロケットの研究（科学技術庁） 1．昭和60年代後半の大型人工衛星打上げ需要に対処するため，ロケ 昭和60年代後半の大型人工衛星打上げ需要に対

90年代における大型衛星の打上げに対処する ット打上げ能力の向上を図る必要がある。 処するため，H－1ロケットの開発の成果を踏まえ，

ため，H－1ロケットの開発の成果を踏まえ，液 2．このため，昭和57年度以来，H－1ロケット開発の成果を踏まえ， 液酸・液水エンジンを第1段に使用する大型ロケッ

酸・液水エンジンを第1段に使用する大型ロケッ H－1ロケットの性能向上に関する調査研究，ロケットシステムの設 トの研究を行うことは妥当である。

トの研究を本格的に進めたい。また，この研究に’ 計検討等が進められているところであるが，これらの成果を踏まえ大 また，この研究に必要な試験設備を整備すること

必要な試験設備を整備したい。 型ロケットの第1段に利用できる液酸・下水エンジンの研究及びこの は妥当である。

エンジンを用いた大型ロケットのりアズデ払研究（全体システム・推進

系等のサブシステム，飛行砦性等の研究）を行う必要がある。特に液

酸・液水エンジンについては設計検討及び主要コンポーネント（燃焼

器，液酸ターボポンプ，液量ターボポ’ンフ1等）の試作試験を行うこと

が必要である。

この研究で試作される燃焼器，液酸ターボポンプ及び塩水ターボポ

ンプについては，昭和60年度にその機能確認試験を行うため・所要

の試験設備を昭和59年度から整備する必要がある。

4＝　研究開発の強化等

（科学技術庁）
．宇宙開発に当た’っては，自主技術を蓄積することが重要であり，その 宇宙開発に関する研究開発を一層促進強化するた

宇宙開発に関する研究開発を一層促進強化する ためには必要な組織の拡大充実，人材の確保，関係機関間の交流の促進 め，宇宙開発事業団において，自主技術による人工

ため，宇宙開発事業団に洗いて，自主技術による 等を行うことが望ましい。 衛星・ロケットの開発に必要な技術を蓄積し，関係

人工衛星，ロケットの開発に必要な技術を蓄積し，
機関の要請に十分応えていけるように，同事業団の

関係機関の要請に十分応えていけるように，二三
関連組織を一層拡大充実し，人材の確保に努めると

業団の関連組織を一層拡大充実し，人材の確保に
ともに，外部研究機関等との共同研究，人材の交流

一L一

努めるとともに，外部研究機関等との共同研究，
等を積極的に推進することは望ましい。

■

人材の交流等を積極的に推進していきたい。
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（参考資料）

図1　H－1ロケットの全体形状及び主要諸元

全　体　形　状

H－1　ロケット（3段式）

第3段

第2段

H－1．ロケット（2段式）

約40m

第1段

衛星フェアリング

一第3段固体モータ
ガイダンスセクション

一燃料タンク

一酸化剤タンク

ーアダブタセクション

一三2段エンジン

’一 _科タンク

lllll センタボディセクション

酸化剤タンク

一固体補助ロケット

第1段エンジン

一4一

主 要 諸 元

主 要　　目 諸　　　　　　　　　　　　　元

全 長 約40m
直 径 約2．44mφ’

総 重　　　　量 約140t
打 上　げ　能　力

　　　　　　　　　　　　　（注2）静止衛星約550kg（含アポジモータケース）

推　　進　　薬 ：LOX（液体酸素）／RJ－1（ケロシン）

第 推進薬重量 81．4t
1 平　均　推　力 78．Ot（海面上）

段 比　　推　　力 2　4　9　s　（　　　〃　　　）　　『

第　1段重量 86．3t

固ロ
推　　進　　薬 ポリブタジェニζ系コンポジット固体推進薬

推進薬重量 3．75t（1本分）×9
体ケ

補ッ 平　均　推　力 23．7t（海面上　1本分）

助ト 比　　推　　力 238s（海面上）
重　　　　　　量 4．47t（1本分）×9

推　　進　　薬 ：LOX（液体酸素）／LH2（液体水素）

第 推進薬重量 8．65t
2 平　均・推　力 10．5t（真空中）

段 比　　推　　力 445s（　〃　）

第　2段重量 10．5t

推　　進　　薬 ポリブタジェン系コンポジット固体推進薬
第

3 推進薬重量
ｽ　均　推　力

1．9　t

W．5t（真空中）
段
比　　推　　力 288s（　〃　）

（注1）

第　3段重量 2．2t（モータのみ）

衛星フェアリング直径 約2．44mφ

誘 導　　方　　式 慣　性　誘　導

（注1）H－1ロケット（3段式）の主要諸元を示す。
　　　うち3段の諸元を除いたものと同じ。

（注2）3段式に適用

2段式については本表の
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図2　．H－1ロケットの開発スケジュール

　　　　　　　年　度
?@目 ～55 56 57 58 59 60 61 62 63

開　発　　フ　ェ　一　ズ 研究・開発研 究’ 開 発 運　　　用

主　　要　イ　ベ　　ン　　ト

　▽　　△
fTV　T：F
　　　　　　△
@　　　　T：畔2
¥1　　　　　（予備）

　△　　△
s：F十3CS－3a

　△
bS－3b

地上試験機（GTV）‘

。　　　　　　○

試験機1号機

試験機2号機（予備）
地上試験機（GTV），

ﾀ　　機　　　製　　　作
試験機3号機

1号機
2号機

念設計・汐テム研究 予備設計基本設言 詳’ @細　　設　　計 維　　持　　設　　計
全　　　段　　　設　　　計

第1段・固体補助ブースタ （N一皿ロケット用のもの 使用）

発基礎試験（液 ・蝶理エンジン・タンク・推進系，機体，ガジェット装置）

液酸・三水エンジン・タンク・推進系，機体，ガスジェット装置試作試験

第　　　　2　　　　段 液酸・液水工’ジン等認定試験

厚肉タンク及びステージ燃焼試験

開発基礎試　（固　モータ）

開
　
　
　
発
　
　
　
試
　
　
　
験

モー
≡　　　　≡

第　　　　3　　　　段 固　モータ認定試，

3

開発基礎試験

@（IMU，IG ，DIU，Eパツ4等）
誘　　導　　装　　置 システ ム試

IMU hIGC等ヨ 作，認定試験

搭載電子機　器 開発基　試験 搭載電子 ’器試作，認定試
畠

フ　ェ　ア　リ　ン　グ
●　Oの●　●　●●　●●●　●●●　●　●●　●●●　●●●　●　● o●●　■●●　●　●●　●■●　●●●　●　●●　・・．　●●●　●・ ●●o　●●●　●●●　o●●　●●●　o●．　●●o●●●　・ ●　●●■　●●●　●　●●　●●●　●●●　o　●●　●　●9　●o●
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図3　H－1ロケット設備整備スケジュール
　　　　　　年　度項　目

～55　． 56 57 58 59 60 61 62 63

開　発　フ　ェ　一　ズ 研究・開発研如 開 発 運 用

主　　要　イ　ベ　ン　　ト
（CS－2　a△） CS－2　b△）

@（BS－2　a△）

（GMS－3△） （BS－2　b△）▽　△

@　GTV　TF
△
写
鞠

　△　　　△
s：畔3　CS－3　a

　△
bS－3　b

高空燃焼試験設備
固体付加設備

タンク熱特性試験設備

　　　　1ｵ性誘導システム試験設備

開i篭　試　験　設　備

ﾋ　　　点　　　改　　修

@　　　　　　　’・
ｭ射指令管制設備等

_ウシレンジ局

○一一一〇
射　点 改　修 SQ

nO

小笠原

」6一
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図4　M－3S皿ロケットの全体形状及び主要諸元

　　　　全　体　形　状

ノーズフェアリング

o大型化
’一

V

（一画6鯉 9

一

o多点ロック機構

’

第3段モータ

B大型化
1．41mφ→1．53mφ

一
oノズル開口比増 r＝

］
第2段モータ．

o大型化（長さ）

5．Om→6．3m

宍
ノ
鴨

］

第1段モータ
（M－3Sと同一） 一

一 一

補助ブースタ

00．31mφx8本

→0．735m×2本

OTVC装置付加 一

一口
’

一二
一一 F

一
●　　一

　約28m
（大型化M－3Sでは23．8m）

一7一

主 要 諸 元

主　要　項　目 諸　　　　　　　　　　元

全　　　　　　　　　長

ｼ　　　　　　　　　径

香@　　　重　　　　量

約28m
P．41mφ

�U2t

第
1
・
段
’

推　　進　　薬

юi薬重量
ｽ　均　推　力

艨@　推　　力

諱@1段重量

固体推進薬

Q7．1t

P14t（海面上）

Q36s（海面上）

R4．9t

補
助
ブ
ー
ス
タ

推　　進　　薬

юi薬重量
ｽ　均・推　力

艨@　推　　二

d　　　　　　量

固体推進薬

S．02t（1本分）×2

R0．2t（海面上，1本分）×2

Q29s（海面上）

S．98t（1本分）×2

第
　
2
　
段

推　　進　　薬

юi白重量
ｽ　均　推　力

艨@　推　　二

O2段重量

固体推進薬

P0．4t

T2．8t（真空中）

Q87s（真空中）

P3．Ot

第
　
3
　
段

推　　進　　薬

юi薬重量
ｽ　均　推　力

艨@　推　　力

謔R段重量

固体推進薬

R．3t

P3．5t（真空中）

Q94s（真空中）

R．6t

ノーズフェアリング直径 1．65mφ
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図5　M－3S皿ロケットの開発スケジュール

年度　　　　　55 56 57 58 59 60

項目　　　　　　　　月　23 4　5　6　7　8　9　10111 1　23 4　5　6　7　8　9101112 123 4　5　6　7　8　9　101112 123 4　5　6　7　8　9101112 1　23 4　5　6　7　8　9　101112 123
KM－P＋SA　　　接手・ 圧縮・曲げ・分離・振動・破壊

M－3B十KM－P．　i接手 1　　1
｡圧縮・ ん断・切離し・破壊

B2＋B3　　　　　　接手 芸　　　　　　●　　　　　　　　　● 」　強度・剛性・破壊

@　　　　　　　　1B1十B2　　　　　　接手 ≡ 型　　　　　・剛性・切 し

［コ実施済

｡予　定

構
造
　
・
機
構

SB　　　　　　分離機構 3 　　一Pモァル 実　型 ・剛性・切離し

J頭　強度・剛性．1

ノーズフェヤリング 多留ク憎憎｝ ≡
… 実機型 開頭

　
荷
重
型

（破壊）

@　　破壊

B2－P：L部 モ“　　　　ψ
● 評価　　　　　　　実、 振動・衝撃

尾　翼 強度・剛性・振動

ｭ度・岡1牲尾翼筒

KM－Pモータケース 曲げ・圧縮 耐圧 破壊
モ
ー
タ
ケ
ー
ス

M－3Bモータケース 翻 圧 地燃用　　耐圧 破壊

M－23モータケース
・・型モデル

@　耐圧・破壊 剛性・破壊

巳

KM－Pモータ

　　KM・P－1
jM・P－2HMX
@　　　　　地燃

M－3Bモータ M－3B－1 地燃 M－3B『2　　　地燃モ
ー
タ
地
燃

M－23モータ 地燃

SB－735モータ
SB－735－1TVC
@　　地燃

SB－735－2TVC
@　　　　　　　韓紅 o

SB可動ノズル ：FM 環境諒験　　　実機型
環境試験

@　　　認定試験CNデジタル化

M－23SO 認定… 験
そ
の
他
M－13SO－RSAD 認定葦 験

SJヒドラジンスラスタ 認定試

M－3S－1

@r
M－3S－2

@r
M－3S－3

@r
ST－735－1

　M－3S－4

@　　r M－3Sπ一1

@　r
M－3S皿一2

@　r
　　　　　　　　　　MS－T4
B1：ブースタ（第1段）

B2：　〃　（第2段）
B3：　〃　（第3段）

　　　　　　　　ひのとり　．　　　　・　　　　　　ASTRO－B

CN　　：姿勢制御
HMX　：High　Melting　Explosive（推進薬の一種）
KM－P：キックモータ

　　　　EXO　S－C　　　　　　　　　　　MS－T5

M－3B：ミュー（第3段）ブースタ
PL　　：ぺーイロード

RSAD：電動式遠隔操作型機械的
　　　　　点火安全機構

　　PLANET－A
SA：衛星
SB：固体補助ロケット
SJ：サイドジェット
SO：保安用モータ破壊装置
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図6　M－3S皿ロケットの楕円軌道投入能力
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（参考1）

宇宙開発計画の見直しに関する第一・部会の

審議の進め方について

昭和58年7月1日
宇宙開発委員会第一部会

　　　決　　　定

●　「宇宙開発計画の見直しに関す山回について」（’昭和58年6月29日轄開

　　　　発委員会決定）に基づき，本部会において行う調査審議は，以下に定めるところに

　　　　よるものとする。

1．審議事項

　　昭和59年度に於ける宇宙開発関係経費の見積り方針及び宇宙開発計画につい

て調査審議を行うものとする。

2・審毒日程

　　1．の審議結果は，昭和59年3月中旬までに取りまとめることを目途とする。

ただし，昭和59年度における宇宙開発関係経費の見積り方針に反映させるべき

事項については，昭和58年7月末までに取りまとめることを目途とする。

3．審議方法

　　調査審議に当たっては，財政事情，宇宙の利用に関する長期的見通し，研究及

び開発の進捗状況，各省庁の要望等を踏まえ，次のような観点から宇宙開発に関

する施策について調査審議するものとする。

①必要性，緊急性

②実施の技術的可能性

③宇宙開発政策大綱に示された諸方針との整合性

．一 P0一

④宇宙開発に関連する撞術の系統的育成及び国産化

⑤射場の打上げ能力，必要な地上施設の整備等関連する他のプログラムとの関

連

4．分　科　会

　　昭和59年度に澄ける宇宙開発関係経費の見積り方針に反映させるべき事項に

　ついて候，衛星系分科会及び翰送系分科会において，次に定める所掌事項により

　調査審議を行うものとする。

分科会の名称 所　　掌　　事　　項

衛星系分科会 人工衛星，人工衛星サブシステム，人工衛星

ﾉ関する試験施設，追跡管制等の地上施設，

¥フトウ土ア等に関すること。

輸送系分科会 ロケットなど宇宙輸送系．宇宙輸送系サブシ

Xテム，宇宙輸送系に関する試験施設，射場

剪n上施設，ソフトウエア等に関すること。

5．　資料提出等

　本部会の調査審議に当たっては，必要に応じ，関係行政機関等から責料の提出，

説明等を求めるものとする。
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宇宙開発委員会第一部会輸送系分科会構成員

●

？

分科会長

専門委員

武　田　　　峻

秋　葉　錬二郎．

池　田　研　爾

内　田　茂　男

木　村　　　誠

鈴　木　昭　夫

砂　川　　　恵

竹　中　幸　彦

津　谷　和　男

戸　田　康　明

長　洲　秀　夫

平　木　　　一

平　田　　　稔

科学技術庁航空宇宙技術研究所長

文部省宇宙科学研究所教授

三菱重工業（株）顧問

名城大学理工学部教授

通商産業省工業技術院機械技術研究所次長

科学技術庁航空宇宙技術研究所角田支所長

東京夫学工学部教授

宇宙開発事業団理事

科学技術庁金属材料技術研究所科学研究官

日産自動車（株）顧問

科学技術庁航空宇宙技術研究所科学研究官

宇宙開発事業団理事

石川島播磨重工業（株）航空宇宙事業本部宇宙開発

事業部長
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